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場
、
電
信
・
電
話
、
港
湾
、
病
院
、
衛
生
、
教
育
等
々
、

真
面
目
に
植
民
地
経
営
に
従
事
し
て
い
る
。

　
烏
山
頭
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
以
前
の
嘉
南
平
原
は
洪

水
、
干
ば
つ
、
塩
害
の
三
重
苦
の
状
況
で
あ
っ
た
。
八

田
與
一
は
、
こ
の
嘉
南
平
原
に
堰
堤
長
一
、二
七
三
㍍
、

高
さ
五
六
㍍
、
貯
水
量
一
億
五
千
万
㌧
の
烏
山
頭
ダ
ム

と
給
水
・
排
水
路
延
長
一
万
六
千
㌔
㍍
に
及
ぶ
嘉
南
大

圳
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
工
事
は
大
正
九
年
か
ら
昭
和

五
年
ま
で
の
十
年
間
に
及
ん
だ
。
こ
の
間
、
当
時
ダ
ム

工
法
と
し
て
は
、
世
界
最
新
の
セ
ミ
・
ハ
イ
ド
ロ
リ
ッ

ク
・
フ
ィ
ル
工
法
の
採
用
、
当
時
日
本
国
内
で
も
例
を

見
な
い
ス
チ
ー
ム
シ
ョ
ベ
ル
、
エ
ア
ー
ダ
ン
プ
カ
ー
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ポ
ン
プ
、
大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ

ー
、
五
六
㌧
機
関
車
等
々
、
最
新
鋭
の
大
型
土
木
機
械

の
導
入
、
烏
山
頭
ダ
ム
建
設
の
た
め
の
職
員
宿
舎
の
建

設
と
関
連
す
る
病
院
、
学
校
、
大
浴
場
、
そ
の
他
娯
楽

施
設
の
建
設
等
々
、
如
何
に
こ
の
大
工
事
を
早
期
に
ま

た
安
全
に
竣
工
さ
せ
る
か
と
い
う
点
に
腐
心
し
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
明
治
日
本
に
は
こ
の
よ
う
に
技
術
的

に
卓
越
し
た
識
見
と
ま
た
同
時
に
過
酷
な
環
境
に
立
ち

向
か
う
気
概
を
持
っ
た
土
木
技
術
者
が
い
た
の
で
あ
る
。

司
馬
遼
太
郎
の
『
坂
の
上
の
雲
』
は
日
露
戦
争
に
お
け

る
秋
山
好
古
・
真
之
兄
弟
ら
を
主
人
公
と
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
土
木
の
分
野
に
も
彼
ら
に
匹
敵
す
る
「
坂
の

上
の
雲
」
を
目
指
し
た
技
術
者
が
い
た
の
で
あ
る
。
読

者
各
位
に
は
、
台
湾
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
、

烏
山
頭
ダ
ム
を
訪
れ
、
往
時
の
土
木
技
術
者
の
矜
持
を

偲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ご
と
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
毎
年
九
月

に
台
湾
の
国
立
中
央
大
学
（
以
下
「
中
央
大
」）

に
出
か
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
央
大
と
東
工
大
の
土

木
工
学
専
攻
が
共
同
で
開
催
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
防

災
に
関
す
る
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
す
る
た
め
で
、

今
回
で
一
二
回
目
と
な
っ
た
。
一
日
半
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
終
了
後
は
、
東
工
大
か
ら
の
参
加
者
と
中
央
大
側
の

有
志
に
よ
っ
て
、
ポ
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
る
が
、
今
回
は
台
中
方
面
で
あ
っ
た
。
そ
の
台
中

か
ら
台
南
に
向
か
う
間
に
嘉か

義ぎ

が
あ
り
、
現
在
は
肥
沃

な
農
業
地
帯
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
嘉
義
と
台
南
に

わ
た
る
広
大
な
嘉
南
平
原
を
台
湾
の
大
穀
倉
地
帯
と
し

た
の
が
、
八は

っ

田た

與よ

一い
ち

の
手
に
よ
る
烏う

山ざ
ん

頭と
う

ダ
ム
で
あ
る

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
数

回
現
地
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
烏
山
頭
ダ
ム
や
放
水

路
、
発
電
所
、
記
念
館
、
ま
た
当
時
の
職
員
住
宅
が
復

元
さ
れ
た
公
園
等
を
見
て
回
る
機
会
を
得
た
。
今
回
、

中
央
大
の
工
学
部
長
で
筆
者
の
友
人
で
あ
る
田
永
銘
教

授
か
ら
『
八
田
與
一
研
究
』（
台
湾
・
黄
昭
堂
）
と
い
う

日
中
併
記
の
冊
子
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら

い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
抜
き
出
し
て
、
明
治
日
本

の
土
木
技
術
者
の
矜
持
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
八
田
與
一
は
金
沢
一
中
、
四
高
か
ら
帝
大
工
科
大
学

に
進
み
、
土
木
工
学
科
で
広
井
勇
博
士
の
指
導
を
受
け

た
。
大
学
卒
業
後
は
明
治
四
十
三
年
に
台
湾
総
督
府
に

入
省
し
、
各
地
で
発
電
灌
漑
の
た
め
の
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
当
時
の
日
本
は
日
清
戦
争
に
よ
り
日
本
領
と
な

っ
た
台
湾
の
経
営
に
あ
た
っ
て
、
道
路
、
鉄
道
、
飛
行
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